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基礎科目Ⅱ･経済学説史特殊講義 (講義資料)

語葉集 ･スコットランド啓蒙

白 銀 久 紀

スコットランドの18世紀はイングランドとの合邦 (議会合同 Unionof1707)から始まった｡こ

の合邦は,スコットランドが大英帝国の有する広大かつ強固な商業圏に初めて参入することを可能

にして経済発展1)-の展望を開くものであったが,合邦がスコットランドの政治的アイデンティ

ティを奪うものであった以上,改めてスコットランドのアイデンティティを文化的 ･宗教的に再構

築することを要請するものでもあった｡

1770年代のスコットランドで一斉に開花した思想的運動 ･文学的営為 ･宗教活動 ･改良事業等々

は,後年 ｢スコットランド啓蒙｣と命名された｡名ずけ親であった W.R･スコットはその著 『フラ

ンシス ･ハチスン』2)において,フランスとドイツの啓蒙運動と比較しながら ｢スコットランド啓

蒙｣なる概念を提出し,フランシス ･ハチスンこそはその運動の指導者であると定義した｡

表 1は ｢スコットランド啓蒙｣期に活躍した人物群像を列挙したものである｡活躍した人物の数

の多さと多様性,国際的にも抜きん出た質の高さに,あるいは突発的で爆発的な締羅星のごとき族

生の発生態様に,｢昨日まで野蛮な国であったスコットランドが一夜にして文明国になった｣とい

う往時の人々の感嘆と讃嘆もあながち誇張とはいえない,という思いにわれわれは駆られるであろ

う ｡

スコットランド啓蒙の期間については意見の一致を見ていないが,かなり長期の ｢18世紀半ばか

ら1830年頃｣,旺いばかりの成果に恵まれた ｢1740年から1830年までのスコットランド文化｣3)と捉

えておいても,危ういことはないだろう｡表 1の人物群像は,知的活動ないし思想運動としては,

デイヴイド･ヒュ-ムとアダム ･スミスとを二つの焦点とする楕円状の星雲を構成している｡ しか

し,この啓蒙運動の実質的な担い手は穏健な知識人である大学教授 ･聖職者 ･法律家 ･内科医4)か

1) 合邦後,グラスゴウはタバコとリンネルの貿易で繁栄した.タバコについては,C.R.Fay,TheWorld

ofAゐmSmith,Heffer&Sons,1960,pp.48-55.を,リンネルについては,関 勘 rスコットランド経済

とアダム･スミス』ナカニシャ出版1998年,14-20ページを参照のこと｡

2) WilliamRobertScott,FrancisHutchesonIH2'sLLfe,TeachingandPositionintheHistoT3lOfPhL'losoPhy,

AugustusKelley,1966(originally1900),p.2,p.212ff,p.258ff.

3) T.C.スマウト(木村正俊監訳)『スコットランド国民の歴史j原書房2010年,486,510ページO

(ThomasChristopherSnout,AHistoT310ftheScottishPeoPk1560-1830,FontanaPress,1998(originally

1970)

4) 当時のブリテンでは外科医は医者とは認められないことが多かった｡
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らなる専門的知識人であった｡とりわけカルヴァン主義穏健派の聖職者が担った役割は大 きかった｡

反宗教のかたちをとるのが18世紀 ヨーロッパ啓蒙の通例であるが,スコットランド啓蒙では科学 と

学問に信頼を置 くカルヴァン主義長老主義の穏健派が優勢であったため,教会人が社会の進歩 と

｢洗練された学芸 sophisticatedarts｣の発展に寄与することとなった5)0
スコットランド啓蒙 も啓蒙であるかぎり進歩を標模せざるをえないが,この標樺がスコットラン

ドの文化的歴史的アイデンティティを考慮 しないものであれば,自国の ｢歴史を欠 く｣思想 ともな

りかねない｡ したがって,スコットランド啓蒙は諸手を挙げて賞賛するわけにはいかないが,その

知的活動の驚異は剖 目に値する｡

本稿では,スコットランド啓蒙の理解に不可欠ないくつかの項 目を取 り挙げて,基本的な解説を

する｡｢語嚢集 ･スコットランド啓蒙｣ と題する所以である｡

啓蒙主義の源流

表1 スコットランド啓蒙期の群像6)

:王政復古期 (1660年-)

フレッチャAndrewFletcher(1613-1716)

シャフツベリ伯 EarlofSchaftesbury(1621-83) 哲学者

フランシス･ハチスンFrancisHucheson(1694-1746) 哲学

(生年順)

ケイムズ卿 LordKames(HenryHome)7)(1696-1782) 哲学者 ･改良家

トマス･リードThomasReid(1710-96)8) 哲学者

デイヴイド･ヒュ-ムDavidHume(1711-76) 哲学者

ジェイムズ･ステユアートJamesSteuart(1713-80) 経済学者

アラン･ラムゼイAllanRamsay(1713-84)9) 画家

ウイリアム･ロバートスンWilliamRobertson(1721-93) 神学者 ･歴史学者

トバイアス･スモレットTobiasSmollette(1721-71) 作家

アダム･スミスAdamSmith(1723-90)哲学者 ･経済学者

アダム･ファーガスンAdamFerguson(1723-1816) 哲学者

5) B.P.レンマン ｢議会の合同 ジャコバイト主義 啓蒙主義｣(ロザリンド･ミスチン編 (富田理恵 ･家人葉

子訳)Fスコットランド史 :その意義と可能性』未来社1998年.第5章)によれば,スコットランド啓蒙主

義は ｢積極的に教会と大学を基盤とした運動であり,政治的にも社会的にも保守的であった｡特に一八世

紀後半に--においては--知識人と交際し,会話を楽しみ著作を読むといった洗練された知性も,求め

られたのである｣(142ページ)｡また,スコットランド啓蒙主義は ｢知識と徳への愛と,信仰と科学に対す
る敬意｣をその指標とする｡さらには,｢コスモポリタン的で上品な振舞を身につけて,社会生活を豊かに

し,スコットランドの国際的地位の向上を目指す運動でもあった｣(同前ページ)0

6) 人物については,主として JohnW.Yolton,JohnValdimirPriceandJohnStephenseds.,Dictiona13,Of

Eightee721h-Centur3IBritishPhilosoJ･heTTS,Vol.1eVol.2,ThoemmesPress,1999の該当箇所を参照した.

マルサスや父ミルが入っているのは,彼等の出自がスコットランドであるからである｡

7) アダム･スミスは ｢私たちのだれもがケイムズを師と認める｣と言っている｡
8) グラスゴウ大学道徳哲学講座のスミスの後任｡常識哲学 commonphilosophyの祖｡

9) 父親は著名な詩人AllanRamsay(1686?-1758)で,TheGentleShepheTld(1725)の著者O
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ジェイムズ ･ハ ットンJamesHutton(1726-97) 地質学者

ジョーゼフ ･ブラックJosephBlack(1728-99) 化学者 ･物理学者

ロバー ト･アダムRobertAdam(1728-92) 建築家

ジョン･ミラー JohnMillar(1735-1801) 法学者 ･社会学者

ジェイムズ ･ワットJamesWatt(1736-1819) 蒸気機関の改良家

ジェイムズ ･ポズウェル JamesBoswell(1740-95) 作家

デュガル ト･ステユアー トDugaldStewart(1753-1828)

トマス ･テルフォー ドThomasTelford(1757-1834)土木家

ロバー ト･バーンズRobertBurns(1759-96) 詩人

ロバー ト･マルサスRobertMalthus(1766-1834) 経済学者

ウォルター ･スコットWalterScott(1771-1832) 作家

ジェイムズ ･ミルJamesMill(1773-1836) 哲学者 ･経済学者
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[1]知識人たちの知的交流
18世紀スコットランド啓蒙期のスコットランドの都市は,永代借地10)制度などが存在したこと

もあって,狭い市街地に4-5階建ての高層建築が軒を並べる人口桐番地であった｡グラスゴウや

エディンバラの知識人たちlairdsは所属するクラブやソサエティにおいて,あるいは酒席や流行の

コーヒーハウスなどにおいて,日常的に顔と顔を合わせ,講演会や私的な公開講義 (アダム･スミ

スが1748-50年にエディンバラで行った修辞学の公開講義が有名)に参加して講義や討論をしたり,

会話 conversationに興じたりしていたのである｡晩年のデイヴイット･ヒュ-ムが,｢私の人生の

楽しみは学問研究と会話であった｣と述懐しているのは,18世紀中葉のエディンバラの,忘れがた

い体験を追憶しての発言である,と解して初めてその意味が鮮明になるのである｡

ヒュ-ムは人生の大半をエディンバラで過ごしたが,その理由はエディンバラには ｢いい仲間が

いる IhavegoodfellowsinEdinburgh.｣という理由からであった｡ヒュ-ムと親交のあった自伝

作家アレグザンダー ･カーライル (『衣裳哲学』や 『英雄崇拝』で有名な トマス ･カーライルとは
別人)ち,｢友人たち,大学教員たち,聖職者や弁護士,さらには旅行滞在中の貴族たちと出会っ

た街 (エディンバラ)が,多様性を受け入れるに十分な大きさを持ちながら,かつ親しくなるのに

ちょうどいい広さであった｣と回顧している｡

｢ロバートソン,ジョン･ヒュ-ム,バナタイン,それに私は,全員が田舎住まいで定期的に

しかエディンバラに出てこなかった｡ブレアとジャーデインは市内に住んでいた｡当時は夜食

が一番重要だったので,私たちは最高の店で夜食を取り,その後友人たちに使い走りを送って

九時半に酒場で落ち合おうと呼びかけた｡急な呼び出しにもかかわらず,デイヴイド･ヒュ-

ム,アダム･スミス,アダム ･ファーガソン,ロード･エリバンク,さらには医師のブレアと

ジャーデインらが加わると,それはもう楽しい宴席となった｡

ある晩,別の店で食事をしていたためかなり遅れて,われわれの集まり (田舎からたまたま

街に来ていた穏健派牧師の集まり:モスナ-の注記)に合流したヒュ-ムが,いきなりポケッ

トから大きな鍵を取 り出してテーブルの上に置いたことがあった｡女中 maidservantから

10) ステア一 ･ソサエティ編 (戒能通厚 ･平松 紘 ･角田猛之編訳)Fスコットランド法史』名古屋大学出版

会,1990年,32ページ等々｡
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--御帰宅を待てずに寝てしまうかも知れませんので,鍵をお渡ししておきますと,手渡され

たのだという｡彼の女中が言うには,田舎からお上りさんたちが街に来た晩のヒュ-ム様の御

帰還が一時前だったためしはないのですから,というわけであった｣11)0

酒 (ウイスキーではなくワインだったらしい)の席だからと言って,社交や会話の水準が低俗に

堕していたわけではけっしてない｡酒席に集う人間のほとんどが聖職者か,聖職者の大学教員か,

友人が聖職者であるかだったのだから,その限りでは全員が体制的知識人として同質的な文化を共

有していたとは言えよう｡とはいえ,それぞれの専門分野が異なり,職業を異にしていたので,会

話は弾み,社交も関連を極めたであろう.そうでなければ,このような酒席から (それだけが唯一

の原因ではないとしても)ジョーゼフ･ブラックとジェイムズ ･ワットとの永く続いた,相互に尊

敬しあう関係や,デイヴイド･ヒュ-ムとアダム･スミスの終生の友情,さらには,アダム･スミ

スと,彼の死後遺稿を託されたジェイムズ･ハットンやジョーゼフ･ブラックとの信頼関係などの

緊密で適宜的な人間関係は存在し得なかったはずである｡

ところで,林達夫によれば,ルネサンスを社会史的に考察すると次の3点が浮かび上がってくる｡

まずはアトリエatelier｡それと ｢当時,各地各所に輩出する大学旧派に対抗する,一流学者たちの

私設 『アカデミアacademia』｡研究と同時に学問上の情報交換,ひいては論争をもやって,近代科

学の勃興を促すのに大いに推進力となった--0--それからもう一つは広い意味での 『マニュ

ファクチュアmanufacture』｡その三つがいわば 『近代を呼び起こす』原点｣12)である｡製作の現場,

学問の場,それらを支える技術,とそれぞれを言換えてもよいであろう｡さらに是非とも付け加え

ておかねばならないのは,これら3つの条件のすべてが同時並行的に存存しているという幸運に恵

まれていなければならない,ということである｡

スコットランド啓蒙期に,大学のあった都市 (エディンバラ,グラスゴウ,アバディーン,セン

ト･アンドルー)紘,宗教的色彩の濃いセント･アンドルーを除き,この3条件を同時に満たす幸

運に恵まれていた｡さらに言えばエディンバラとグラスゴウは,都市としての性格を異にしながら,

なおかつ知識人たちが絶えず行き来する緊密な知的紐帯関係にあった13)｡学問の場は教育制度改革

を成し遂げた大学が主として捷供した｡知識人は討論や会話の成果を製作現場で論考としてまとめ

た｡まとめられた論考は地元の印刷 ･出版業者が書物のかたちで公刊した (ちなみに,大英百科事

典EncyclopediaBritannica初版を出版したのはエディンバラの印刷業者である)｡林達夫の指摘し

たルネサンスの社会的3条件はいわば共通の水脈のごとく,｢北のアテネ｣と呼ばれたエディンバ

ラまで,すなわちスコットランドにまで,二百年の時をかけて,北上して来ていた14)のである｡

ll) A Carlyle,autobiography,1860,Edinburgh,p.275.

T.C.スマウト (木村正俊監訳)『スコットランド国民の歴史』原書房2010年,517ページから再引用｡た

だし訳文は,E.C.Mossner,TheLlfeofDavidHume,secondedition,oxfordUniversityPress,1980,pp.
244-245に依って,大幅に変更してある｡

12) 林達夫 ･久野収 (対談)『思想の ドラマ トゥルギー』平凡選書1974年,125-126ページ｡原語は筆者によ
る挿入である｡

13) この点は,それぞれの都市に所在するクラブやソサイエティの会員が共通 していること,に如実に現れ

ている｡

14) 北政巳 『スコットランド･ルネッサンスと大英帝国の繁栄j藤原書店2003年は ｢ルネサンスの北上｣と

してスコットランドの近代化をとらえている｡もともと,ルネサンスは15世紀イタリアの文芸復興を指/
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さらに,グラスゴウ大学をはじめ,スコットランドのほとんどの大学15)が市街地に立地してい

たことも知的活動の幅を広げ,その質を高める要因であった｡イングランドの,例えばケンブリッ

ジ大学は市街地には立地しておらず,ケンブリッジ大学が行政区のケンブリッジの中にあるのでは

なく,行政区の ｢ケンブリッジが大学の中にある｣としばしば表現される｡イングランドの大学

(オックス･ブリッジ)とは対照的に,当時のスコットランドの大学は市街地に位置していたため

に,教会人や実業人,大学人や専門職人 ･技術者,さらには役人や地主, (宮廷は存在していな

かったが)貴族16)たちが不断に,かつ容易に知的交流することが可能であった｡スミスが学生と

して学び,教師として教えたグラスゴウ大学のあったグラスゴウをはじめとする大学諸都市はそん

な歴史空間であったのである｡

アダム･スミスは ｢国富論草稿｣(現在では ｢法学草稿｣ではなかったかといわれている)で分

業論を展開しつつ,知的情報の交換としての分業,すなわち知的情報の交流の場としての市場の在

り棟を以下のように説明している｡それは,啓蒙期のスコットランドの大学都市エディンバラとグ

ラスゴウの知的空間を如実に示していると言ってよいであろう｡

｢富裕で商業的な社会では,思考または推理す

ることが,他のあらゆる業務と同様に,ひとつ

のビジネスとなって,ひじょうに少数の人びと

によっていとなまれる.かれらは魔大な労働す

る大衆が所有しているすべての思考と推理を,

公共に提供するのである｡誰かふつうの人に,

かれの特定の職業の範囲にはいらない主題につ

いて,かれのもっているすべての知識のすべて

を,偏見なくながめさせよう｡そうするとかれ

は,自分が知っているほとんどすべてのものご

Inopulentandcommercialsocieties,besides,

tothinkortoreasoncomestobe,likeevery

otheremployment,aparticularbusiness,which

iscarriedonbyaveryfew people,whofur一

mishthepublicwithallthethoughtandreason

possessedbythevastmultitudesthatlabour.

Letordinarypersonmakeafairreviewofall

theknowledgewhichhepossessesconcerning

anysubjectthatdoesnotfallwithinthelimits

ofhisparticularoccupation,andhewill丘nd

＼しているが,ルネサンスは12世紀まで遡ることができる (ハスキンズ (野口洋二訳)r十二世紀ルネサン

ス｣創文社1985年参照)｡さらに,ルネサンスは ｢理性｣の復活とその単線的発展であると見倣すべきでは

なく,｢理性と魔術｣の複合体であって,｢17世紀科学革命｣はおろか,アイザック･ニュー トンに至るま
でそうであった,と理解しなければならない｡したがってまた,ニュー トンやニュー トン主義を単なる理

神論 Deismに解消すべきではない｡世界を創造するに神は最初の一撃を与えるが,その後は万有引力の法

則によってすべてを説明できると主張したニュートンは同時に,ケインズも 『人物評伝』で指摘している

ように,錬金術に深く傾倒した ｢錬金術師｣でもあったのである｡この点に関しては,B.∫.T.Dobbsの次

の2著作,B.J･T.ドッブス (大谷隆雅訳)『錬金術師ニュー トン:ヤヌス的天才の肖像』みすず書房,

2000年とB.J.T.ドブス (寺島悦恩訳)『ニュートンの錬金術J平凡社,1995年を参照のこと.

15) スコットランドの諸大学は,その設立はイングランドのオックスフォー ド大学とケンブリッジ大学に後

れを取るものの,ブリテンではオックス･ブリッジに次いで古い設立である｡また,これらの大学はすべ

てローランドの北部を東西に横切るベルト地帯に位置している｡大学名と設立年次は以下のとおりである｡

UniversityofSt.Andrew(1412),UniversityofGlasgow(1451),UniversityofAberdeen(1494),Edinburgh

University(1581).

16) 宮廷貴族はみなロンドンに移住 してしまっており,スコットランド残留の貴族はすべて法服貴族である｡

そして,彼らは一代限りの貴族であった.民事裁判所判事になってケイムズ卿 (LordKames)を名乗った

ヘンリー ･ヒュ-ムHenryHomeはその代表例である｡
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とが,書物から,若いときに受けたかもしれな

い文筆的教養から,あるいは学識者たちととり

かわしたかもしれない時折りの会話から,二次

的に得られたのだということに気がつくだろう｡

それのひじょうに小さな部分だけが,かれ自身

の観察と省察の産物であったということに,か

れは気づくだろう｡そのはかのすべては,かれ

の靴や靴下とおなじようにして,その特定の種

類の品物を市場のために作り,ととのえること

をビジネスとする人びとから,購入されたので

ある｡宗教と良俗と統治の大問題にかんし,か

れ自身の幸福とかれの国の幸福にかんする,一

般的諸観念のすべてを獲得してきたのである｡

これらの重要な問題のそれぞれにかんするかれ

の全体系は,ほとんどつねに,もとは他の人び

との勤労の生産物であったことが,わかるであ

ろう｡かれはかれらから自分で,あるいはかれ

の教育について配慮した人びとによって,他の

どの商品とも同じやりかたで,自分たちの労働

の生産物との交換,交易によって,取得してき

たのである｣17)0

thatalmosteverythingheknowshasbeenac-

quiredatsecondhand,frombooks,fromliter-

aryinstructionswhichhemayhavereceived

inhisyouth,orfromtheoccasionalconversa-

tionswhichhemayhavehadwithmenof

Learning.Averysmallpartofitonly,hewill

丘nd,hasbeentheproduceofhisownobserva-

tionsorre点ections. Alltheresthasbeen

purchased,inthesamemannerashisshoesor

hisstockings,from thosewhosebusinessitis

tomakeupandprepareforthemarketthat

particularspeciesofgoods.Itisinthisman･

nerthathehasacquiredallhisgeneralideas

concerningthegreatsubjectsofReligion,mor-

als&government,concernlngthehappinessor
●

thatofhiscountry.ThiswholeSystem con-

cemingeachofthoseimportantsubjects,Will

almostalwaysbefoundtohavebeenorlglnal･
●●

lythetheproduceoftheindustryoftheother

people,fromwhom,eitherhehimself,orthose

whohavehadthecareofhiseducation,have

produceditinthesamemannerasanyother

commodity,bybarter& exchangeforsome

partoftheproduceoftheirownlabour.18)

[2] スコットランドの宗教

ヘンリー8世の宗教改革によって生まれた英国国教会はあくまでもイングランド国教会 Church

ofEnglandであって,ブリテン全体が一様に統一的な国教会制度に組み込まれたのではない｡合

邦後にスコットランドは国教会を形成する (1690年)ちのの,スコットランド国教会 Churchof

Scotlandはイングランドのそれとは性格をおおいに異にしている｡

さらに,スコットランドでは,前世紀ノックスによる独自の宗教改革が断行されたが,このカル

ヴインの直弟子ノックスの考えを継承するピューリタン的 ｢福音派｣よりも,穏健的な長老主義が

主流となる事態が訪れた｡この穏健的長老派は,神学的にはリベラルで,組織的には末端の教区教

会から最高議決機関である教会総会まで,｢教会の意思決定に俗人信徒が平等に参加する,聖俗混

合のいわばアマチュア民主主義的な運営を特徴とする｣19)0

17) アダム ･スミス (水田洋訳)『法学講義』岩波文庫2005,243-244ページ

18) WilliamRobertScott,A血mSmithasStudentandProfessor,ReprintsofEconomicClassicsedition,Au･

gustusKelley1965,pp.344-345(originally1937).

19) 高橋哲雄 『スコットランド 歴史を歩く』岩波新書2004年,165ページ｡
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14世紀後半

16世紀半頃

1555年

1560年

1639年

1640年

1668年

1690年

1707年

1708年

1712年

1715年

1731年

1745年

1748年

1751年

1754年

1755年

1755年

1756年

1759年

1759年

1760年

1762年

1763年

1767年

1769年

1772年

1776年

1780年

1783年

表2 スコットラン ドの教会と思想

ウイクリフJohnWickliffe(1320頃-1384)の思想流入

ルターの思想流入

ノックスJohnKnox( )｢ジュネーブ礼拝規定書｣作成

｢スコットランド信条｣｡長老派教会成立

第一次主教戦争 (スコットランド長老派 vs.イングランド国教会)

第二次主教戦争 (スコットランド長老派 vs.イングランド国教会)

名誉革命

スコットランド教会の長老主義復活

イングランド･スコットランド合邦

キリスト教的知識普及協会設立

スコットランド教会,聖職推挙権復活20)

ジャコバイトの叛乱 (第2回は1745-6年)

エディンバラ医学会設立21)

ジャコバイトの振乱 (第 1回は1715年)

アダム ･スミス,エディンバラで修辞学 ･公開講義

教会総会 (長老派)で穏健派小グループ登場

セレクト･ソサエティ (選良協会)設立

『エディンバラ ･レヴュー』創刊 (-1756年終刊)

ヒュ-ム,ケイムズ卿批判のキャンペーン開始

ジョン･ヒュ-ム 『ダグラス』初演 -演劇論争勃発

ウイリアム ･ロバー トスン Fスコットランド史j

アダム ･スミス 『道徳感情論j (初版)刊行

アレグザンダー ･カーライル 『スコットランド民兵 militia問題再考j

ウイリアム ･ロバー トスン,エディンバラ大学学長就任

ウイリアム ･ロバー トスン,教会総会議長就任

アダム ･ファーガスン 『市民社会史j

ジェイムズ ･ワット蒸気機関改良

最後の魔女裁判 (スコットランドにおける)

アダム ･スミス 『国富論』(初版)刊行

ウイリアム ･ロバー トスン,教会総会から隠退

ヒュ一 ･ブレア 『修辞学文学講義J (-アダム ･スミス 『修辞学 ･文学 belleslettre講

義』22)1762-1763)

(出所) 梅津順一 ｢教会 ･大学 ･経済学 :アダム･スミスとその周辺｣(今関恒夫ほか 『近代ヨーロッパの探求
③ 教会｣ ミネルヴァ書房 2000年,第5章)170ページ,および 小嶋 潤 rイギリス教会史｣刀水書房,
1998年,258ページから作成｡

20) 全教区の牧師の4分の 1を王室が,残 りの4分の3を敦区内の地主が保持する人事権｡この聖職推挙権

は王政復古 (1660年)後の1690年に廃止されていた｡

21) 当時,エディンバラ大学は,｢ヨーロッパでは並ぶ もののない医学教育センターとなっていた｣(高橋哲
雄 rスコットランド 歴史を歩 くj岩波新書2004年,173ページ｡)

22) このスミスの講義ノー トは 『修辞学 ･文学講義 LecturesonRhetoricandBelleslettre』と呼び習わされ

てきた｡ヒュ一 ･ブレアがほぼ同一内容の 『修辞学文学講義』を出版 した時,そのことを知らされたスミ

スが,｢あれは彼にあげるよ｡僕には世に問うものがまだまだ沢山あるから｣といったというエピソー ドは
有名である｡文学史上では,イギ リスの修辞学はヒュ一 ･ブレアを噸矢 とするとされるが,実情は/
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宗教的にも穏健派であったヒュ-ム23)は,論稿 ｢迷信と熱狂について｣(1742年)において,

｢事物のうちで最善のものの腐敗は最悪のものを生み出すということは一つの格率になっているが,

この格率は,多数事例がある中で,迷信と熱狂という真の宗教の腐敗物から生じる有害な結果に

よって一般に証明される｣24)と主張している｡ここでいう ｢迷信｣とは法王教と彼が排捻するカト

リックの形式化した儀礼のことであり,｢熱狂｣とはノックスとその後継者である新 ･カルヴイン
主義者の原理主義のことである｡ヒュ-ムは,一方でいかにも洗練された,しかし偶像崇拝的な儀

礼に堕したカトリックを噸笑し,返す刀で,宗教改革から始まる魔女25)裁判を断行し,音曲はお

ろか演劇の上演すら禁圧したピューリタン主義,新 ･カルヴイン主義を批判している｡このことは

上述のスコットランド長老派の思想とその思想的立場と軌を一にしている｡スミスもヒュ-ムも宗

教的には必ずしもその立場を鮮明にしているとはいえないが,思想的たちとしては,スコットラン

ド啓蒙運動を牽引した穏健派知識人 (moderateliterati)に属していたのである｡

ところで,小嶋 潤によれば26),長老派とは,教会を ｢神によって選ばれたもの団体｣とみなし,

人間理性によらず神の意志に従うべく ｢会員の衆知を集める必要｣から会員の中ら長老と牧師を選

んで教会を運営し,定期的に ｢会員総会｣を開いて意思決定していく教会組織である｡｢個々の教

会は,一定の地域内で相結び合い,長老会を構成してその指導にあたる仕組みである｡これによっ

て各個教会は地域的に有機的な結合を得,統合されて公同の教会を形づくるのである｣｡スミスは

『国富論』で長老派を次のように論じている｡

＼ヒュ一 ･ブレアがスミスの講義をまとめて出版したのであり,その間の事情は講義をしたスミスもその講

義を要約し体系化して出版したヒュ一 ･ブレアも了解していたのである｡

スミスは ｢平易で達意の文体｣を任としたこともあって,現在オックスフォー ド大学とケンブリッジ大

学編集の英文学史のいずれもが,18世紀の代表的散文家としてスミスの名を挙げている｡

ちなみに,belleslettreはフランス語で ｢美しい文体ないし文学｣の意味である｡フランス語を外来語と

して使用している｡このことはスコットランド文化がフランス文化の影響下にあったことのひとつの証左

でもある｡

23) ヒュ-ムが,スミスの後任としてグラスゴウ大学論理学教授職に就くことを,スミス自身の強い推挙が

あったにもかかわらず,拒否されたのは,ヒュ-ムが無神論的傾向を持っているという風説に拠るという

よりも,当時大学教授職に就 くための要件のひとつに啓示宗教について授業しなければならないという条

項があったためである｡もちろんこのような授業はヒュ-ムのよくするところではなかった｡

ヒュ-ムの宗教論が彼の道徳論の不可欠の基盤になっているとの注目すべき主張が最近展開されている

(ThomasHolden,SpectTTeSOfFalseDivt'nt'tyIHume'sMoralAtheism,oxfordUniversityPress,2010).

24) SuJ,eT:Stitt'onandEnthusiasm(1742)inT.H.GreenandT.H.Grouseeds.,DavidHumeThePhilosophic-

alWorksVol.3,p.144.(デイヴイッド･ヒュ-ム (福錬忠恕 ･斎藤繁雄訳)r奇蹟論 ･迷信論 ･自殺論』
法政大学出版局,1985年,60ページ.一部訳文を変更した｡)また,NaluTlalHistoryOfRelt'gion,(1757)in

T.H.GreenandT.H.Grouseeds.,DavidHumeThePhilosophicalWorksVol.4,p.340.には,｢最善の

事物の腐敗が最悪の事物を生むという事実｣という表現が再録されている (デイヴイッド･ヒュ-ム (福

鎌忠恕 ･斎藤繁雄訳)『宗教の自然史』法政大学出版局,1972年,65ページ)0

25) 魔女迫害法は1563年に成立したが,1722年の最後の魔女裁判まで続いた｡また,魔女と偶像崇拝はカル

ヴァン主義の二大攻撃対象であった｡浜林正夫 『魔女の社会史』未来社 1978年28-8ページも参照｡

26) 小嶋潤 『イギリス教会史』刀水書房,1998年,94ページ｡
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｢おそらくヨーロッパ中どこ-行っても,オラ

ンダ,ジュネーブ,スイス,スコットランドの

長老派教会僧侶の大多数のもの以上に,学識が

あり,上品で,独立心が強く,尊敬すべき人々

の集まりを兄だすことは稀である｣｡

(Ⅲ.195-96ページ27))

｢教会の聖職者が,大部分,ちょうど多すぎもしな

ければ少なすぎもしないという国では,大学の教授

職は,一般に教会の聖職禄以上に定収入の多い地位

である｡この場合だと,大学は,その成員を,その

国の教会人なかから引き抜いたり,選り抜いたりで

きるのであって,教会人は,どこの国でも,文筆家

のうちで,ずば抜けて最大多数の階級を成している

のである｡これと反対に,教会の聖職禄が,大部分,

非常に高いところでは,教会は,自然に,大学から

優れた文筆家の大部分を引き寄せてしまう｡何せこ

ういう文筆家となると,たいてい,教会の高い地位

を斡旋しては,それを自分の名誉と心得るような聖

職推薦権者を見つけるに事欠かないのである｡ 前の

ほうの状況だと｡大学は,その国で求められるかぎ

りの,もっとも優れた学者で満たされる｣｡

(Ⅲ.197ページ)

｢キリスト教世界で,最も富裕な教会でさえも,こ

のひどく貧しい寄付財産しかないスコットランドの

教会以上立派に,国民大衆のあいだで,信仰の統一

性,帰依の熱心さ,秩序の精神,規律正しさ,きび

しい道徳をたもっていない｡スコットランドの教会

紘,およそ国教が生み出すと考えられる聖俗両面の,

ありとあらゆるよい効果を,他のどこの教会にも劣

らず,完全に生み出している｣｡

(Ⅲ.202ページ)

47

Thereisscarceperhapstobefoundanywherein

Europeamoreleaned,decent,independent,andre-

spectablesetofmen,thanthegreaterpartofthe

PresbyterianclergyofHolland,Geneva,Swit2:er-

1and,andScotland.

(WN.V.i.g.37,28))

Incountrieswherechurchbene丘cesarethe

greaterpartofthemverymoderate,achairin

auniversitylSgenerallyabetterestablishment

thanachurchbene丘ce.Theuniversitieshave,

inthiscase,thepickingandchusingoftheir

membersfromallthechurchmenofthecoun廿y,

who,ineverycountry,constitutebyfarthe

mostnumerousclassofmenofletters.Where

churchbene丘ces,onthecontrary,aremanyof

them veryconsiderable,thechurchnaturally

drawsfromtheuniversitiesthegreaterpartof

theireminentmenofletters;whogenerally

五mdsomepatronwhodoeshimselfhonourby

procuringthemchurchpreferment.Inthefor

mersituationwearelikelyto五mdtheuniversi-

ties丘lledwiththemosteminentmenofletters

thataretobefoundinthecountry.

(WN.V.i.g.39)

ThemostopulentchurchinChristendom

doesnotmaintainbettertheunifomityoffaith,

thefevourofdevotion,thespiritoforder,reg-

ularity,andausteremoralsinthegreatbody

ofthepeople,thanthisverypoorlyendowed

churchofScotland.Allthegoodeffects,both

civiland religious,which an established

churchcanbesupposedtoproduce,arepro-

ducedbyitsascompletelyasbyanyother.

(WN.Ⅴ.i.g.41)

27) 大河内一男監訳 『国富論』Ⅲ,中公文庫,1978年｡

28) AdamSmith(Campbell,Skinner&Toddeds.),AnInquiry2'ntotheNatureandCausesoftheWealthof
Nations,Volume2,oxfordUniversityPress,1976,WN.5.i.g.37などの略記は,BookV,chapter1,the

7thsection,the37thparagraphを示す｡
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[3] スコットランドの大学改革

啓蒙期スコットランドの大学ではそれまでのクラス担任制 (regentsystem)から講座制に教育体

制が大きく変更された｡この結果,研究と教育に著しい発展が達成されて,啓蒙期スコットランド

の諸大学はヨーロッパ各地から注目される存在となった｡特にエディンバラ大学の医学部は,かつ

ての中心地であったオランダのライデン大学にとって替わって ｢ヨーロッパの医学教育センター｣

となった｡

ところで,スミスの時代 (1752年当時)のグラスゴウ大学の改編なった講座の構成は以下の表 3

のようなものだった29)0

表 3 グラスゴウ大学(1752年当時)の講座編制

哲 学 ① 自然 哲 学

② 道徳哲 学

③ 論 理 学

文 学 ① ギリシャ語

⑤ 人 文 学 (ラテン語)

自然哲学関係講座 ⑥ 数 学

⑦ 天 文 学

専門職課程 ⑧ 神 学

⑨ 東 洋 語

⑲ 教 会 史

⑬ 法 学

⑫ 医 学 (理論･診療)

スミスは,1751年グラスゴウ大学着任当初は③の論理学を担当していたが,翌1752年前任者の死

去に伴い②の道徳哲学の担当教授に転じた｡ジョーゼフ･ブラックは1756年になってのことだが,

⑲医学 (理論 ･診療)の担当教授に就任した｡また,スミスの学生であったジョン･ミラーは⑪法

学の担当教授に就任している｡

[4] ジャコバイト

ジャコバイトJacobitesとは1668年の名誉革命で王位を追われフランスに亡命したジェームズ二

世 JamesIIの支持者のことである｡名誉革命でウイリアム三世としてイギリスの王位に就いた

ヴイレム (妻メアリ三世と共同統治)はオランダから招かれたが,当時イギリスはオランダと連繋

して巨大な強敵フランスと対時していた｡ローマ･カソリック寄りで親フランス的なジェームズ二世

の政策を覆し,イングランド国教会制度下で反フランスを旗印に掲げるウイリアム三世の政策は,

ジェームズ二世の王統こそがステユアート朝の正続だとする王党派 (トーリ)の抵抗勢力を生み,

スコットランド王であったジェームズ二世の王統の故国スコットランドでは反ウイリアム感情が渦

巻いていた｡この感情は容易に親フランス感情に転移するものであった｡実際にこの時期のスコッ

トランドからの外国諸大学-の留学先はそれまで圧倒的多数を占めたオックスフォード大学から,

29) 福鎌忠恕 ｢参考論文｣(デューゴルド･ステユアー ト (福鎌忠恕訳)『アダム･スミスの生涯と著作』御

茶の水書房,1984年所収)256-257ページを参照｡
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フランスの諸大学へと大幅に変更された｡

ところで,ジャコバイトは1708年と1715年にジェームズ二世の子エ ドワー ドJamesFrancisEd･

wardStuartが振乱するも失敗する｡叛乱軍はフランスの後押 しによってフランスから出陣し,親

フランス的でジャコバイトが多数存在するハイランド (スコットランド高地地方)の西海岸から上

陸した｡1745-46年の2度目の振乱はジェームズ二世の孫 CharlesEdwardStuartの叛乱である｡

1度目と同様のコースで侵攻し,振乱軍はエディンバラに入城,一時はダービーに至り,ロンドン

にも迫ろうかという勢いであったが,1746年カローデンCulloden30)で決定的敗北を喫し,以後急

速にその勢力を失った31)0

カローデンの決定的敗北は,スコットランドに自国の防衛に不可欠な ｢民兵｣と敗者への共感に

もとづく ｢スコットランド人らしさ Scottishness｣に関する広汎で強力な論争と連動を惹き起した｡

イングランドでは法律化されたにもかかわらず,スコットランドでは許されなかったスコットラン

ド民兵制度 ScottishMilitiaに関する論争はローランド (スコットランド低地)地方の穏健知識人

によって中心的に担われたが,･そこには尚武の精神 themartialspiritsに富むハイランド兵士を手

本にスコットランドの政治的アイデンティを創出としようとするローランド人の屈折した憧憶と軽

蔑の入り混じった感情が伏在していた｡大陸ヨーロッパ (特にドイツ)人がハイランド人にルソー

の ｢高貴な未開人｣の幻影を見出そうとするロマン主義的傾向はローランド人には稀薄であったが,

スコットランドのアイデンティ喪失の危機と新たなアイデンティ創出という危急の課題にとっては,

ジャコバイトの叛乱に際立ったハイランドの ｢尚武の精神｣をことさらに称揚せざるをえなかった

のである｡

｢スコットランド人らしさ｣は文芸においてはスコットランドの ｢ロマンチック･アイデン

ティ｣(高橋哲雄)の創出が試みられた｡スコットランド古来の文化の復興という形をとった偽作

｢オシアン｣はその典型である｡｢オシアン｣はジェイムズ ･マクファーソンがハイランドの古代

ゲ-ル語写本から英語に翻訳したと主張した英雄叙事詩であるが,本国スコットランドでよりも,

イングランドや大陸ヨーロッパにおいて文学に大きな影響を与えた｡ゲーテは 『若きウェルテルの

悩み』において,愛を語るウェルテルに ｢オシアン｣の一節を朗詠させているし,後年大陸ヨー

ロッパ ･ロマン主義を代表者するメンデルスゾーンは ｢オシアン｣の英雄に因んだ序曲 ｢フィンガ

ルの洞窟｣を作曲している｡
スコットランドはもともと文化的にはイングランドとの関係よりも,｢ド-ヴァ-海峡を迂回し

て｣直接大陸ヨーロッパ,とりわけフランスとの関係が探かったが,啓蒙期のスコットランドとフ

ランスとの文化的な共時関係は顕著である｡しかし,この点の本格的な研究は未だ端緒に就いたば

かりである32)0

30) スミスはオックスフォー ド大学から故郷カーコ-デイKirkcodly-の帰途,この古戦場を目の当たりに

して感慨に探っている｡

31) JamesSteuartはこの後大陸に亡命し,1763年ジョージ3世の恩赦によって帰国｡1767年に 『経済学原理

AnInquiryintothePrinciplesofPoliticalEconomyjを出版した.

32) D.DawsonandP.Morbreeds.,ScotlandandFTlanCe,t'ntheEnlightenment,RosemontPublishing&

PrintingCorp.,2004を参照｡
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[5] クラブとソサエティ

既に指摘 したように,クラブとソサエティは18世紀英国の思想 ･政治 ･文学 ･文化等々の運動を

理解する上で欠 くことのできないものである｡小林章夫の研究33)によれば,18世紀に興隆を極め

たクラブは18世紀のブリテンを理解するには欠かせない要素であるが,それは,｢政治的色彩の強

いクラブ｣,｢文芸的色彩の強いクラブ｣,｢社会の異端や好事家の集まるクラブ｣の3類型に分類で
きる｡ただし,小林章夫はイングランドのクラブを詳細に紹介 してはいるが,スコットランドのク

ラブに言及するところはほとんどない｡とはいえ,スコットランドにおけるクラブもイングランド

のそれとほぼ同様の傾向を示 していたといってよいだろう｡ヘル ･ファイア ･クラブ HellFire

Club34)のような ｢社会の異端家の集まるクラブ｣をはじめ,｢無数の紳士クラブがスコットランド

にはあったが,こうしたクラブを通 してスコットランド啓蒙主義の哲学的あるいは実践的論考の多

くは生まれた｣35)0

しかし,スコットランド啓蒙主義期のクラブを特徴づけるのは,凝縮された情報交換 と活発な知

的創造という点である｡アダム ･スミスが所属していたと確認できるクラブ ･ソサエティを以下に

採 りあげてこのことを確認 しておこう｡

川原和子の研究によれば,スミスが所属していたと確認できるクラブ ･ソサエティは以下の8つ

である36)0

① オイスター ･クラブ (OysterClub1760年代-90年代)

② エディンバラ哲学協会 (PhilosophicalSocietyofEdinburgh1737-83)

③ ポーカー ･クラブ (PokerClub1762-84)

④ エディンバラ ･選良協会 (SelectSocietyofEdinburgh1754-63)

⑤ SelectSocietyforPromotingtheReadingandSpeakingoftheEnglishLanguageinScot-

1and1761-

⑥ グラスゴウ文学協会 (GlasgowLiterarySociety1752-)

⑦ グラスゴウ政治経済学クラブ (GlasgowPoliticalEconomyClub1743-)

⑧ EdinburghSocietyfortheEncouragementofArts,Sciences,Manufactures,andAgricuL

ture1755-

① オイスター ･クラブはスミスが最も足繁く通った,気の置けない隠れ家 resortのごとき空間

であった｡グランドツアーから英国に帰った直後,スミスは故郷カーコ-デイに立ち寄る間も

33) 小林章夫 『クラブ:18世紀イギリスー 政治の裏面史j昏々堂1985年O｢政治的色彩の強いクラブ｣,｢文
芸的色彩の強いクラブ｣,｢社会の異端や好事家の集まるクラブ｣の3類型に分類している｡ただし,イン

グランドのクラブを詳細に紹介しているが,スコットランドのクラブには言及していない｡

34) イーヴリン･ロード (田口孝夫 ･田中英史訳)Fヘル･ファイア･クラブ:秘密結社と18世紀英国社会』
東洋書林2010年,を参照｡

35) イーヴリン･ロード (田口孝夫･田中英史訳)Fヘル･ファイア･クラブ:秘密結社と18世紀英国社会j

東洋書林2010年 (第8章 ｢スコットランドと地獄の業火｣)251ページ｡

36) 川原和子 ｢スコットランド啓蒙期の主要学 ･協会,クラブについて:付 ･関連刊本およびMSS.リスト｣

経済資料協議会 『経済資ページ,科研究』No.24,1993年,1-68ページ｡
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なくエディンバラに移 り住んだ｡エディンバラにあったこのクラブは ｢青春時代の共通の経験

を懐かしみ,若い日の交友を延えらす｣ことをモットーとした同窓会的で閉鎖的なクラブで

あった｡

② ェデインパラ哲学協会は数学者マクロ-リンの発議で,MedicalSocietyから分離設立され

た,科学と哲学と文芸が融合したスコットランド啓蒙期の代表的クラブであった｡

③ ポーカー ･クラブはスコットランド民兵計画を喧伝 し,愛国心を鼓舞する意図をもって,ア

ダム ･ファーガソンによって創設された文芸 (政治的ではない)クラブである｡｢ポーカー｣
という名称は,いやしくも当協会の会員たる者は世論を啓蒙する ｢火掻き棒 poker｣たれとい

う運動の理念を象徴している｡

(彰 エディンバラ ･選良協会は画家のアラン･ラムジーが親交のあったヒュ-ムやスミスとDe-

batingSocietyを作ろうと計画する過程で生まれた｡毎水曜日Advocate'sLibraryに集った｡

この図書館はヒュ-ムが館長を務めていた｡グラスゴウ文学協会と同様の領域を活動範囲とし

ていた｡この協会から2つの小部会(むと⑧が派生した.

⑤ SelectSocietyforPromotingtheReadingandSpeakingoftheEnglishLanguageinScot-

1andの設立に関してもアラン ･ラムジーがヒュ-ムとスミスに相談を持ちかけている｡スミス

は言語起源論 (当時流行の主題)をこの協会の機関誌 PhilosophicalMiscellany,Ⅰ,1761に寄

稿 している｡ この寄稿文 Considerationconcerningthefirstformationoflanguagesは後に

『道徳感情論』第3版 (1767年)以降にその付録として収められた｡

なお,この協会は,⑧ とともに,エディンバラ･選良協会の小部会 subsidiarysocieties

fromSelectSocietyofEdinburghを構成 しており,エディンバラ ･選良協会が哲学的活動を

統括していたのに対して,それぞれ産業経済的活動と文化的活動を分掌していたと考えられる｡

⑥ グラスゴウ文学協会はエディンバラ哲学協会と同様の領域を活動範囲としていた｡創設会員

12名の一人であるスミスは1752年 1月23日の会合で公刊まもないヒュ-ムの ｢商業について

OfCommerce1752｣について報告している｡

⑦ スミスがグラスゴウ政治経済学クラブに加入したのは1751年で,1764年まで在籍している｡

『国富論』の有名なピン･マニュ77クチュァ論の現場は,スミスがこの協会で知人から紹介
されたものと思われる｡

ちなみに,ヒュ-ムとスミスが共に所属していたクラブ ･ソサエティは,ポーカー ･クラブ,

グラスゴウ政治経済学クラブ,エディンバラ ･選良協会,エディンバラ哲学協会,グラスゴウ

文学協会の5つを数える (⑧を含めれば6つとなる)0

[6] キル トとスコッチ

キルトを纏いバグパイプを奏でる風景は,スコットランドを代表する文化であり,古 くから存在

したスコットランド固有の文化であるという誤解が流布している｡しかし,キル トは1707年の合邦

後の近代に,森林伐採の作業着として (1768年になって初めてこの起源説は発表されている)発明

され,ハイランド連隊の軍服として採用され,当時興ったスコットランド復興の流れに乗 り,あた

かもスコットランド古来の,かつ独自の文化の復興として ｢控造｣されたものである｡合邦後に,

スコットランドの文化的アイデンティ確立の目的を持って ｢創造された伝統｣(ホブズボーム)の

ひとつである｡
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ところで,スコットランドは標高180メートルのいわゆるハイランド･ラインによって,ハイラ

ンド (高地地方)とローランド (低地地方)に分かたれる｡啓蒙期,ハイランドの主たる産業は牧

畜と漁業であり,ローランドの主たる産業は農業と製造業であった｡したがって,ハイランドは製

造業の振興に勤め,ローランドは農業の振興に勤めたのである｡また社会的には,ハイランドには

部族制が残っていたのに対し,ローランドはイングランドと文化的産業的同質化の過程にあった｡

合邦前ハイランドとローランドは,まるで二つの国 (twocountries)の様であった｡この ｢一国二

制度｣のごとき状況に終止符を打ったのは,1707年の合邦であり,1745年のジャコバイト振乱の決

定的敗北である｡2つの事件を契機にスコットランドはそのアイデンティを改めて間わざるをえな

くなった｡

ヒュ一 ･トレヴァ-=ローバーの ｢伝統の控造 :スコットランド高地の伝統｣は具体的にキルト

着用過程と伝統控造の事実関係を明快かつ詳細に明らかにしながら,その歴史的意味を鮮明にして

いる｡ トレヴァ-=ローバーによれば,ハイランド地方の ｢伝統を創造すること,およびその外的

な表象を伴った新たな伝統をスコットランド民族全体に負わせることが行われたのは,18世紀後半

から19世紀初期のことであった｡それは三段階を経て行われている｡第一に,--アイルランド文

化を纂奪し,初期のスコットランドの歴史を書き改めて,--ケルト的スコットランド･･-･こそが

『母なる国』であり,アイルランドは文化的に依存しているという不遜な申し立て｣をすることで
あった｡

第二段階は,ハイランドの新たな伝統を ｢人工的に作り出し,それを古来からの独特でまごうこ

となき伝続として提示すること｣であった｡

第三の最後の段階は,｢それらのあらたな伝統を｣歴史あるローランド地方などに押 し付け,

ローランド地方も ｢それらを受容するという過程｣37)であった｡

キルトとは対照的に,ウイスキーは ｢創造された伝統｣とは必ずしも言えない｡

ウイスキーは,一つの蒸留所から供給されるシングルモルト･ウイスキーと幾つかのモルトと純

度が高く大量生産可能なアルコールをブレンドするブレンド･ウイスキーに分類することができる｡

しかし,ウイスキーは元来シングルモルトとして生まれた地酒であって,ブレンド･ウイスキーが

生まれるのは純度の高いアルコール (ジンの生産にも使われる)が大量に生産できる工業技術が開

発されてからのことである｡ブレンド･ウイスキーによってウイスキーは地酒の性格を脱し世界の

酒となったのである｡ 現在では,スコチッチ ･ウイスキー,バーボン･ウイスキー38),ジャパニー

ズ･ウイスキー,カナディアン･ウイスキー,その他のウイスキー39)と世界的な広がりを見せて

いる｡

ブレンド･ウイスキーはオールド･パー (販売量のほとんどが日本向け),バランタイン (バレ

37) ヒュ一 ･トレヴァ-=ローバー ｢伝統の控造 :スコットランド高地の伝統｣(ホブズボウム ･レンジャー
編著 (前川 ･梶原ほか訳 帽Uられた伝統』紀伊囲屋書店 1983年第2章))3ト32ページ｡

38) 日本ではバーボンbourbonと通称されているジャック ･ダニエル JackDaniel'Sはバーボンとしての要

件のひとつであるケンタッキー州産ではないので,バーボンではなくテネシー ･ウイスキーが正式呼称で

ある｡

39) アイリッシュ･ウイスキー,ウェリッシュ･ウイスキーなど｡
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ンタインと誤って呼ばれる),カテイーサーク (大航海時代の帆船名)など馴染の銘柄があって一

般によく知られているが,シングルモルト･ウイスキーのほうは,狭隆な地域の小規模蔵元 brew-

eryで蒸留されるので,銘柄は限定される｡例外的に,唯一世界的販売量を誇るのは (日本では驚

くほど販売量の少ない)グレンフイディックGlenffdichである｡

18世紀のスコットランドでは,シングルモルトに高額の酒税が掛けられていた｡蒸留業者は高額

のモルト税を避けるために,峡谷の奥深くに蒸留所を移して ｢密造酒｣を作り続けた｡その後,財

政難に悩む政府の脱税摘発行動と蒸留業者の抵抗運動との俄烈な抗争があって,最終的にはモルト

税の税率を引き下げると同時に,モルトの棒に施錠するなど出荷量を厳格に管理するという妥協が

両者の間でなされて,抗争は一応の決着を見た｡シングルモル トの銘柄に,前述のグレンフイ

ディックGlenffdichのように,グレン (Glen渓谷)という名前の冠されたものが多い歴史的な理

由は,ここにある｡

ケルトの時代に発明されたウイスキーはケルト語でウイスゲ ･ペーハーUisge-beathaと呼ばれ

た｡これは,ほとんどの酒がそうであるようにケルト語の ｢命の水｣の意味である (ワインもフラ

ンス語のeaudevieが vinに変化 した)｡ウイスゲ･ペーハー Uisge-beatha- ウスケボー.Us-

quebaugh- ウイスキーUskyと靴音して,現在はWhiskyと表記されるようになった｡そして,

今われわれはそのように呼び慣わし,それを愛飲しているのである40)0
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